
（様式２）

１　指定管理者施設概要

～

２　利用実績等

　（１） 利用実績

①　利用者数 （単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

令和６年度（Ａ） 29,509 27,924 29,944 30,747 29,201 30,447 32,688 31,313 31,873 27,181 26,609 31,980 359,416

令和５年度（Ｂ） 26,879 28,714 30,232 27,733 27,943 29,597 29,192 28,820 28,480 26,494 24,006 29,480 337,570

（Ａ）／（Ｂ） 1.10 0.97 0.99 1.11 1.05 1.03 1.12 1.09 1.12 1.03 1.11 1.08 1.06

増減要因等

②　入館者数 （単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

令和６年度（Ａ） 35,286 35,817 37,249 37,792 34,737 36,177 39,093 36,785 39,238 30,558 30,302 37,408 430,442

令和５年度（Ｂ） 29,993 31,965 36,286 33,861 33,203 36,059 34,603 31,539 32,882 29,548 26,263 35,621 391,823

（Ａ）／（Ｂ） 1.18 1.12 1.03 1.12 1.05 1.00 1.13 1.17 1.19 1.03 1.15 1.05 1.10

増減要因等

③　開館日数 （単位：日）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

令和６年度（Ａ） 28 28 28 28 28 28 28 28 28 25 21 28 326

令和５年度（Ｂ） 28 28 28 28 28 28 28 28 28 25 21 28 326

（Ａ）／（Ｂ） 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

増減要因等

　（２） 利用料金収入 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

令和６年度（Ａ） 5,210 5,542 5,451 5,645 5,819 4,785 4,820 5,075 5,672 5,030 4,757 6,425 64,231

令和５年度（Ｂ） 5,166 5,292 5,070 5,359 5,393 5,450 5,304 5,386 5,296 5,515 4,670 5,539 63,440

（Ａ）／（Ｂ） 1.01 1.05 1.08 1.05 1.08 0.88 0.91 0.94 1.07 0.91 1.02 1.16 1.01

増減要因等

管理運営状況等の評価シート（令和６年度分）

開館時間の見直しの影響もさほどなく、各月の利用者は令和5年度比でほぼ毎月増加しており、特に浴室やマシンスタジオ、会議室
の利用者が前年比増となりました。また、施設機能の有効活用において、リラクゼーションルームをストレッチスペースとして開放する
ことにより年間約1千人の利用がありました。隣接するORIGAMIプラザが開館したことにより、施設の認知度も上がり全体的な利用者
は増加傾向ですが、青少年健全育成機能にかかる諸室が前年度より減少しております。

令和６年度も計画通りの開館日数となりました。

年間の収入は前年度比増となりました。券売機の交換に先駆け10月からプリペイドカードの新規購入やチャージの中
止をしたことにより減少しましたが、自主事業分を除いた利用料金収入が、利用者の増加により増えたことが要因とな
ります。

上三川いきいきプラザ

住　　所 東京都中野区東中野３-18-12

指　定　期　間 ５年間

施設名

指定管理者

令和5年4月1日 令和10年3月31日

隣接するORIAGAMIプラザが開館したことにより、施設の認知度も上がり利用者数同様、入館者数も増加傾向です。ま
た、イベント開催が増えたことで全体的に前年度比増となりました。

健康福祉課

名　　称

施設所管課

上三川町大字上蒲生127-１

上三川いきいきプラザサポーターズ

株式会社日本水泳振興会

所在地

名　　称

代表者名



　（３） サービス改善の状況

３　管理運営状況 （※項目、評価内容は施設の状況等に応じ修正することとする）
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・教室やプログラムは、各分野にお
いて専門の講師により、内容の充
実が図られています。

・特別アンケートの結果では、健康
状態の変化について8割以上改善
や解消、良くなった回答を得まし
た。心身の健康に寄与しているか
は9割近くの方が「感じる」、「やや
感じる」の回答をいただき設置目的
の達成に貢献出来ていると読み取
れました。

２０．利用者が設置目的を達成していると感
じる運営ができたか

指定管理者 施設所管課
項目

・指定管理業務、自主事業ともに
検査し、仕様書のとおりであるこ
とを確認した。協定書等の基準を
遵守し、その水準に概ね沿った
内容であり、適切な運営ができて
いた。
　各業務報告書については、より
正確な管理となるよう、記入等の
ルールや管理者のチェック体制
など、整理して取り組んでいただ
きたい。

・充実した研修を実施しており、
実際の業務に関する研修のほ
か、危機管理やコンプライアンス
対応等の全体研修も取り入れ、
職員の資質向上のための取組
みに積極的な姿勢を継続できて
いる。

・修繕の実施については適正に
実施することができていた。
　設備の故障等で施設の運営に
影響が出ることを防ぐため、ま
た、利用者が安全に施設を利用
できる環境を維持するため、細や
かな日常点検をお願いしたい。

・前年度と比較して改善している
が、指定管理事業の収支につい
ては引き続きマイナスとなってお
り、今度も収支改善に向けた取
組みが必要と考える。

評価意見評価意見
評価内容

基本的事項

取組み

１８．適切な接客が行えたか

４．施設の利用許可・制限及び料金の徴収
が適正に行われたか

５．設備等の点検・修繕・検査等は適切に行
われていたか

１７．広告周知やＰＲにつとめたか

１０．個人情報の管理は適切に行われてい
たか

１２．経費節減の取組みが行われていたか

１６．設置目的達成に向けての取組み（事
業）はなされたか

効果

１４．今後も継続して運営可能な収支であっ
たか

１９．教室・プログラムは利用者が満足でき
るものであったか

・アンケートにおける満足度の各項
目では、「満足」「やや満足」と回答
した割合が７５％以上と良好な数値
であったが、調査項目の中では「教
室・プログラム」の満足度が少し低
い結果となっている。
・心身の健康に寄与しているかの
項目は、「感じる」「やや感じる」と回
答した割合が前年度に引き続き９
０％を超えており、設置目的を達成
できていると考える。

・町民の健康維持及び増進に繋げ
るため、指定管理業務、自主事業
の両面から、積極的に事業に取り
組んでいた。
・SNSの活用やWEBページのリ
ニューアルに向けた動きなど、積極
的な情報発信を実施している。
　商工会等を中心に実施する町内
イベントへの積極的な参加及び協
力体制についても、施設のPR活動
につながっている。

１５．利用者へのサービス向上はなされたか

・サービスの向上、管理業務の効
率化を目的とし、会員管理システ
ムのリプレイスしました。

・新たな事業も取り入れながら、設
置目的達成に貢献し、指定運動療
法施設の利用実績もありました。

・SNSと案内の構成の見直しに力を
入れ、広告を広範囲に行い、町内
のイベントにも積極的に参加し情
報発信と施設のPRに努めました。

９．事故や災害等の危険防止に対する対策
が十分なされていたか

１１．適正な会計・経理事務が実施されてい
たか

６．警備業務は適切に行われていたか

７．多目的広場の維持管理は適切に行われ
ていたか

２．職員の配置状況や勤務体制は適正で
あったか

３．職員に対して必要な研修等を実施し、資
質の向上に努めたか

・仕様書や事業計画書等に基づ
き、町民の平等利用の確保や職員
配置体制、利用許可等適切に実施
しました。

・年2回の避難誘導訓練をはじめ応
急手当や一次救命処置に関する
研修、部門別の業務研修、時代に
合わせたテーマでの研修を運営維
持管理事業者共に継続的に行い、
資質の向上を図ってきました。

・日常点検において修繕必要箇所
を洗い出し、事業者間で協議により
実施しました。大規模なものについ
ては、月1度の町関係課および事
業者での定例会にて共有を行いな
がら、計画修繕と併せて適切に実
施しました。

・継続して日々の巡回や研修を通
じ、町とも共有を図りながら事故や
災害等の危険防止対策を実施しま
した。

・施設経理担当および本社経理担
当、税理士事務所と常に連携を図
り、適正な会計・経理事務を行いま
した。

・継続して開館時間の見直しによる
人員配置や業務の効率化、消耗品
の在庫管理の徹底を行い経費節
減に努めました。

・収支面では、利用料収入の確保
が十分に図れず、厳しい状況が継
続しておりますが、新規サービスの
展開により、緩やかにではあるもの
の改善傾向が確認されています。

令和6年度において、引続き町民サービスの質の向上と経費縮減の両立を図りながら時代の要請に応える施設運営を推進しました。開館時
間の見直しを行いつつ、利便性の向上の一環として、券売機の交換に伴い操作性向上を図るとともに、キャッシュレス決済を導入し、時代や
利用者のニーズに対応したサービス提供を実現しました。あわせて、SNS発信の強化や様々な案内の構成を見直し、情報発信力と視認性の
向上を図りました。また、新たにフィットネス会員に「お試し会員」を導入することで、施設利用のきっかけづくりや利用促進を図りました。カル
チャー教室ではプログラミング事業を新規開設し、ＩＴ領域を学習する機会を提供しました。イベントを通じて商工会との連携や町内他施設での
イベントにも積極的に参加し、施設の知名度アップや地域貢献を図りました。

１．利用者の平等な利用の確保がなされた
か

８．長期修繕計画は適切に行われていたか

１３．帳簿は適正に整備・保管されていたか



●評価基準（評価項目）

評価

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

●判定基準（総合評価）

課題含 　すべてＢ以上である

要改善 　評価項目にＣがふくまれている

優　良   すべてがＡ以上であり、Ｓが４割以上である

良　好 　８割以上がＡ以上である

   ※協定書等とは、協定書、仕様書及び年度計画書等を指します。

判定 判　定　基　準

評　価　基　準

（優良）協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容であり、管理運営
や利用者サービス等の向上において十分な成果が確認できる。

（良　好）協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である

（課題含）協定書等の基準を遵守しているが、内容の一部に課題がある

（要改善）協定書等の基準が遵守されておらず、改善の必要な内容である

　利用者数は前年比増とできた一方で、収支としては赤字決
算となっていることから、経営の安定が引き続き課題となって
いる。前年度との比較では収支改善となっているほか、自主
事業においては黒字に転じており、収支改善のための取組み
による成果は出ていると考えるため、今後も更なる取組みが
されることを期待したい。
　開館して１７年以上経過する中で、建物や設備、植栽等の
様々な部分で劣化等により対応が必要なことが増えてきてい
る。利用者の安全確保のため日常点検の実施やその報告等
を細やかに行い、対応の検討及び実施が遅れることのないよ
う取り組んでいただきたい。

〔努力した点・具体的な成果〕

〔改善すべき点〕

施設所管課
総合判定 良好

〔評価すべき点〕
　運営業務全体として、仕様書及び協定書に規定する基準を
遵守するとともに、運営上の課題に適宜対応していく姿勢によ
り、良好な運営体制を維持することができている。
　コロナ禍以降は利用者数を増やすことが継続課題となって
いる中で、経費削減に伴う開館時間の見直しを実施しながら
も、前年度よりも利用者数を増加させることができた。
　利用者アンケートの結果において、「心身の健康に寄与して
いる」と感じる方の割合が９１．７％と高い数値を残すことがで
きているのは、指定管理事業と自主事業の両面において、町
民の健康維持及び増進に繋げるため積極的に事業に取り組
んでいる結果によるものであり、評価できる。

〔改善指導すべき点〕

総合評価

指定管理者
総合判定 良好

　貴重品拾得物の取扱いや規定等の合理化、時代や担当
業務に合わせた様々な研修によって職員の資質の向上を
図り、安全で安心な運営環境の整備に取組みました。利便
性向上策として、キャッシュレス決済の導入やフィットネス会
員のお試し会員の新設や利用者参加型イベント、さらに地
域貢献として敷地内で開催する商工会主催イベントへの連
携や施設のPR等、様々な取組みの効果として、施設全体で
利用者数の増加や満足度の向上が見られました。フード事
業として、地域の繋がりを活用し、食品ロスを減らす取り組
みを推進しました。また、町所管課とも積極的に情報共有を
行い、相互連携を図りました。

　運営状況はコロナ禍から継続して厳しい状況となってお
り、物価高騰や賃金の上昇が一層顕著となり、運営経費に
大きな影響を及ぼしました。年々改善傾向ではありますが、
令和７年度から利用料金が改訂となり、より安定的な運営を
していくためには、利用者の多様化やニーズの変化に対応
し、引続き町や関係団体、近隣施設とも連携を図り、魅力的
な事業展開や管理運営を進めていくことで、町民に愛され、
選ばれる施設として設置目的を達成できるよう取組んで参り
ます。また、施設の老朽化に対しては、長寿命化に資する計
画的な修繕や改修を町と連携を図りながら、取組んで参りま
す。


